










































































































































2. <<茶館} 中国戎刷出版社、 1958年6月北京第l版第1次印刷
3. (老舎副作迭} 人民文学出版社、 1959年9月北京第1版
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4. <老舎刷作逃} 人民文学出版社、 1978年5月北京第2版
5. {茶信三幕i舌聞} 四川|人民出版社、 1980年5月第1版
6. {茶槍} 中国戎刷出版社、 1980年6月第2次印刷
7. (老舎副作全集・第二巻} 中国戎聞出版社、 1982年8月第1版
8. (尤須淘 茶筒}人民文学出版社、 1985年3月北京第l版
9. <老会文集・第1巻} 人民文学出版社、 1987年5月北京第1版
10. ((中国現代名聞M~) 茶倍 元須淘}人民文学出版社、 1994年9月北京第1版
11. <老舎全集・第1巻} 人民文学出版社、 1999年1月北京第1版
12. ((百年百科仇秀中国文学園~)茶恰} 人民文学出版社、 2000年7月北京第1版
13. {(世紀経典布系〕茶憶} 新江人民出版社、漸江教育出版社、 2001年6月第1版







17. {中国新文芝大系(1949ー 1966)戎刷集(上巻)) 中国文朕出版公司、 1991年8月
18. <中国新文学大系1949ー 1976)第十五集 上海文芝出版社、 1997年12月
16、17は3の{老舎副作迭}の系統を底本にしていると思われる。 18は初出の1を底本とする。
第一幕について版本を比較してみよう(則。以下、最初の数字は『老舎全集』第1巻のペー
ジ数を示す。例えば 287 -26 は287ページ26行目にこの部分が見られることを示す。
高橋弥守彦(l988@)に拠って版本の異聞を整理すれば、主として次の4点になる。
① 内容に関わる部分
287← 26 将，惚完了! で第一幕が終わるという処理をしているかどうかである。
② 北京方言の使用に関する部分
278 -15 実到容子去，也i午多牟商JL八銭的 の部分で、「商JL八銭J(北京方言)を用
いているか、「ー肉八銭J(普通話)に書き換えているかどうか。
③ 語義の明確化








版本 略称 希望 磨、望 関JL八銭
1 牧荻 O × O 
2 1958j(jG刷 O × O 
3 1959人民 × O × 
4 1978人民 × O × 
5 四川 × O × 
6 1980戎刷 O × O 
7 副作2 × O × 
8 A'茶 × O × 
9 文集11 × O × 
10 名刷 × O × 
11 全集11 O × O 
12 百年百科 × O × 
13 世紀径典 × O × 
14 人芝居リ照 × O × 

























































































































































































① 271 -18 甜不到那JL去
これは「形容調+到嚇JL去j の形式で、「用反同形式表示“不+(形容河)"的意思。在降、述
句中i見“(形容i司)+不到嚇JL去"Jを表わす(臼)。
② 279 -20 要不;&~説
これは北京の口語に多く見られ次のようなニュアンスを表わす 「表示如果事実不是迭枠，
自己不会持某科説法。強調自己対事情原委倣的解蒋、判断是正碗的、有事実倣根据的J(53)。
③ 280 -1 一句活
このことばが表わすニュアンスは次の通りである一一「表示日己要表述的全部意思用一句筒
単的活就可以概括，下文iえ出迭i苫的具体内容。合有果断、堅決的意味J(54)。
④ 284 -11 各星其能
鷹太監と秦仲義は表面的には相手を持ち上げた言辞を互いに交すが、内心は敵意を抱いてい














































































(1) 曹同<(老会的i舌刷Z木〉序}克至、李穎繍{老合的活刷z::木}文化芝木出版社、 1982年 1月、 p.3。
(2) 藍愛国{解拘十七年}隼末姉活大学出版社、 2003年9月、 p.2450
(3) 拙稿「老舎『茶館』札記J~文学部論集』第89号(悌教大学、 2005年3月)参照。
(4) 老舎{答隻有美〈茶怯〉的九ノト|可題)(刷本)1958年5月号。













⑥ 高橋弥守彦 r~茶館』の版本比較と時代的考察(その 1 ) J ~20周年記念論文集』大東文化大学教
養課程委員会、 1988年3月、所収。
⑥ 高橋弥守彦 r((茶館》の版本比較と時代的考察(その 2)J ~語学教育研究論叢』第 5 号(大東文
化大学語学教育研究所、 1988年3月)。






























(39) 金受申{老北京的生活}北京出版社、 1989年12月、 pp.157~160。金受申{北京通}大余文芝出版社、
1999年l月、 pp.352~3550 
(40) 張清常{北京街巷名称史活}北京語言文化大学出版社、 1997年7月、 pp.23~26。
(41) 前出、金受申{北京通)p.354。
(42) 李家端縮{北平風俗類徴)(1937年)、上海文芝出版社影印本(下加)p.435。
(43) 前出、金受申{北京通)p. 4910 
(4) ダ、ニエル・デフォー著、平井正穂訳『ロビンソン・クルーソー』岩波文庫、 1971年9月、(下巻)p.265、
p.2910 
(45) 蕊剤、 ifd畿{中国・老360行}百花文芝出版社、 2003年1月、 p.7550
(46) 加藤鎌三郎『北京風俗問答』大阪屋競書応、 1924年9月、 pp.60~62。
(47) 郊湖底{盛世危吉}中州古籍出版社、 1998年9月、 p.2920
(48) 王好立{以“夷"到“洋")張亦工、夏岱岱主繍{割拝携子的中国}中国青年出版社、 1997年5月、
pp.9~10。また、前出、常錫禎編著{北京土語} p. 72を参照。
(49) 買采珠編{北京活JL化河典}活文出版社、 1990年9月、 p.3750
(50) I淘崇稼「老舎{茶筒}i司活浅草華H中国語研究』第23号(采華書林、 1984年9月)。
(51) 郭伏良{新中国成立以来双活i司iOt展変化研究}河北大学出版社、 2001年4月、 pp.136~ 137 0 
(52) 沈建イ幹線著{双語口浩司慣用活教程}北京活吉大学出版社、 2003年3月、 p.26。
(53) 常玉神主綿{口浩司用語功能河典}北京活言学院出版社、 1993年8月、 p.2170 
(54) 前出、常玉神主繍{口浩斗用語功能河典}p. 2210 
(5) 前出、王朝間{体;1';i，.続着時子Q;我呪}。
(56) 周一民{現代北京活研究}北京姉沼大学出版社、 2002年8月、 p.240
(57) 前出、周一民{現代北京活研究)p. 27。
(58) 太田辰夫「北京語の文法特黙J~中園語文論集』汲古書院、 1995年5月、 p.2560
(59) Y. R. Chao“A Grammar of Spoken Chinese" ， Univ. of California Press， 1968， p.205。
(60) 前出、周一民{現代北京活研究>p.250 









(70) 太田辰夫『中国語史通考』白帝社、 1988年6月、 p.3550
(71) 侯宝林(対口相声){戎刷与方言H侯宝林相声迭}人民文学出版社、 1980年l月、 p.322。
[付記]
本稿は、平成16年度悌教大学教員研修(一般)の成果の一部である。
(つじたまさお中国学科)
2005年10月19日受理
